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エレマテック株式会社 （英訳名 Elematec Corporation）

昭和22年4月 （創立 昭和 20年11月）

東証１部 平成17年3月 （東証2部：平成15年12月、ＪＡＳＤＡＱ：平成14年6月）

東京都港区三田三丁目5番27号 住友不動産三田ツインビル西館25階

代表取締役会長 櫻井 恵

代表取締役社長 加藤 潤

エレクトロニクス専門商社

さくらい さとし

証券会社
0.4% ▲0.3p
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商 号

設 立

上 場

所 在 地

代 表 者

事 業 内 容

所有者分布状況（2014年3月31日現在）

会社・グループ概要

会社概要

かとう じゅん

エレクトロニクス専門商社

【連結】 1,154名

【単体】 357名

【国内販売拠点20ヶ所】本社・本店・14支店・4営業所

【海外販売拠点36ヶ所】

中国 17拠点、その他アジア 15拠点
北中米 3拠点、欧州 1拠点

2,142百万円

21,152千株 ： 1単元100株

3,589名
※上記の各データは2014年3月31日現在 赤文字は、13/3末比の数字

個人・その他
（自己株式含む）

24.9%

金融機関
7.4%

外国人
11.6%

その他国内法人
6.3%

豊田通商株式会社
49.4% (※)

▲4.4p

+0.2p

±0.0p

(※) 自己株式を除いた
議決権比率では51.0%

+4.5p

事 業 内 容

従 業 員

営 業 拠 点

資 本 金

発行済株式数

株 主 数

（2014年4月1日現在）



設立 資本金 出資比率

エレマテックロジサーブ株式会社 1979.4 10百万円 100%

依摩泰貿易（大連）有限公司 2002.4 1,655千人民元 100%

依摩泰（天津）国際貿易有限公司 2005.4 1,735千人民元 100%

依摩泰（青島）商貿有限公司 2010.12 3,339千人民元 100%

依摩泰（上海）国際貿易有限公司 2001.7 5,794千人民元 100%

依摩泰国際貿易（深圳）有限公司 2002.8 2,121千人民元 100%

依摩泰香港有限公司 1994.5 100千香港ﾄﾞﾙ 100%

Elematec Korea Co.,Ltd. 2004.3 490,000千韓国ｳｫﾝ 100%

台湾依摩泰股份有限公司 2000.9 3,000千台湾ﾄﾞﾙ 100%

加工委託

物流委託

◆ 国内子会社（１社）

◆ 海外販売会社（１8社）

商 品
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会社・グループ概要

エレマテックグループ概要

Elematec Philippines,Inc. 2004.1 22,000千円 100%

ELEMATEC VIETNAM CO.,LTD 2008.11 8,493,500千ﾍﾞﾄﾅﾑﾄﾞﾝ 100%

Elematec(Thailand)Co.,Ltd. 2002.4 106,000千ﾀｲﾊﾞｰﾂ 100%

Elematec Malaysia Sdn. Bhd. 2012.1 2,400千ﾏﾚｰｼｱﾘﾝｷﾞｯﾄ 100%

Elematec Singapore(Pte.)Ltd. 1979.9 238千USﾄﾞﾙ 100%

PT. Elematec Indonesia 2011.4 700千USﾄﾞﾙ 100%

Elematec Trading India Private Limited 2010.3 36,320千ｲﾝﾄﾞﾙﾋﾟｰ 100%

Elematec Czech s.r.o. 2006.11 27,000千ﾁｪｺｺﾙﾅ 100%

Elematec USA Corporation 2006.8 450千USﾄﾞﾙ 100%

ELEMATEC MEXICO S.A. DE C.V. 2014.1 7,000千ﾒｷｼｺﾍﾟｿ 100%

依摩泰電子（大連）有限公司 2003.8 24,606千人民元 100%

無錫高千穂燦科技有限公司 2005.7 34,620千人民元 60%

◆ 海外加工会社（2社）

加工委託

（2014年3月31日現在）

加工委託
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○連結売上高
前期比増収

スマートフォン等情報機器端末関連部材の販売に注力

海外売上高も過去最高更新
従来取り組んできた海外ネットワークの拡充展開により海外売上高が増加
<売上高伸長率及び額の前期比較> 海外売上高伸び率 +41.5％(+247億円)

○売上総利益・営業利益

「過去最高更新」「過去最高更新」
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「過去最高更新」「過去最高更新」

決算報告（2014年3月期）

2014年３月期 連結業績のポイント

売上総利益
売上高の増加による増益及びスペックイン活動の成果により利益率が向上

営業利益

各種経費が増加したものの、売上総利益の増加によりコスト増を吸収

○配当
１株あたり年間配当金は57円(中間27円・期末30円)を実施。(連結配当性向30.2％)

○経常利益・当期純利益
経常利益

営業利益の増加により増益
当期純利益

経常利益の増加により増益

「過去最高更新」「過去最高更新」

「連続増配」「連続増配」
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単位：百万円 12/3期 13/3期 14/3期
増減(14/3vs.13/3)

増減額 増減率

売上高 115,417 129,405 143,442 14,036 +10.8%

売上総利益 12,158 12,808 14,909 2,100 +16.4%

売上総利益率 10.5% 9.9% 10.4% +0.5% -
販売管理費 8,076 8,661 9,662 1,001 +11.6%

販管費比率 7.0% 6.7% 6.7% ±0.0% -
営業利益 4,081 4,147 5,246 1,098 +26.5%
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決算報告（2014年3月期）

2014年３月期 連結損益計算書

連結EPS 120.29円 146.42円 188.70円

１株当たり
年間配当金 40円 44円 57円

（期末配当 30円）

連結配当性向 33.3% 30.1% 30.2%

連結ROE 8.7% 9.7% 11.2%

営業利益

営業利益率 3.5% 3.2% 3.7% +0.5% -
経常利益 4,081 4,727 5,644 917 +19.4%

経常利益率 3.5% 3.7% 3.9% +0.2% -
当期純利益 2,462 2,997 3,863 865 +28.9%

当期純利益率 2.1% 2.3% 2.7% +0.4% -



3,784

4,081

4,727

5,644

単位：百万円

P.6

連結当期純利益 推移連結売上高 推移 連結営業利益 推移 連結経常利益 推移

過去最高更新 過去最高更新 過去最高更新
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業績の推移

110,614
115,417

129,405

4,113 4,081 4,147

5,246

過去最高更新

2,450 2,462

2,997

3,863

143,442

2,988

3.4% 3.4%
3.5% 3.7%

3.9%

10/3期 11/3期 12/3期 13/3期 14/3期

88,299

10/3期 11/3期 12/3期 13/3期 14/3期 10/3期 11/3期 12/3期 13/3期 14/3期 10/3期 11/3期 12/3期 13/3期 14/3期

2,905

3.3%

3.7%
3.5%

3.2%

3.7% 1,868

2,450 2,462

2.1% 2.2% 2.1%
2.3%

2.7%
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2012年3月期

単位：百万円
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決算報告（2014年3月期）

四半期ごとの業績の推移

26,598

31,660
30,351

26,807

32,078 31,733

38,475

27,116

31,680

36,890

39,899

34,972

1,757

売上高

営業利益

経常利益

2013年3月期 2014年3月期

26,598 26,807

862

1,335

1,217

666

1,289

999

1,502

356

1,453

1,167

1,485

1,139

862

1,217

1,235

765
1,236

967

1,757

765

1,552

1,181

1,644

1,265

１Q ２Q ３Q ４Q １Q ２Q ３Q ４Ｑ １Q ２Q ３Q ４Ｑ



（ ）内は構成比

アミューズメント用等の「機構部品」が減少したものの、スマートフォン等情報機器端末関連部材の
「ディスプレイ部品・材料」が大幅に増加

単位：百万円

◆ 電気材料 前期比＋12,545百万円

・半導体関連 ▲ 40百万円

・絶縁材料 ▲ 544百万円

・配線材料 ＋2,876百万円

・ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ部品・材料 ＋10,253百万円

P.8

115,417

129,405
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決算報告（2014年3月期）

品目別売上高

143,442

増 減 要 因

9,529 12,836 14,001

17,433 19,513 17,722

25,808 24,118 26,236

62,646
72,936

85,481

12/3期 13/3期 14/3期

◆ 電子部品 前期比＋2,117百万円

◆ 機構部品 前期比▲1,791百万円

◆ その他 前期比＋1,165百万円

・ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ部品・材料 ＋10,253百万円

（8.2％）

・ｾﾝｻｰ部品 ▲ 16百万円

・電気部品 ＋528百万円

・光学部品 ＋1,605百万円

（54.3％）

（15.1％）

（22.4％）

（56.4％）

（18.6％）

（15.1％）

（9.9％）

（59.6％）

（18.3％）

（12.4％）

（9.7％）



遊技機向けを中心とした「ゲーム機器・アミューズメント」が減少したものの、
スマートフォン向けを中心とした「液晶等ディスプレイ」が増加

液晶等ディスプレイ 電気電子部品 通信機器 自動車 OA機器 家電

49,683 14,328 14,188 11,807 11,089 8,504
ガス・石油機器 ｹﾞｰﾑ機器・ｱﾐｭｰｽﾞﾒﾝﾄ 重電 コンピュータ 半導体 その他

4,469 4,331 3,672 3,577 3,150 14,638

販 売 先 業 種 別販 売 先 業 種 別 業 種 別 構 成 比業 種 別 構 成 比

（単位：百万円）

販 売 先 業 種 別販 売 先 業 種 別 前 期 比 増 減 額前 期 比 増 減 額

P.10
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販売先業種別売上高

液晶, 34.6%

電気電子部品, 

10.0%

通信機器, 9.9%
自動車, 8.2%

ＯＡ機器, 7.7%

家電, 5.9%

ｶﾞｽ・石油機器, 

3.1%

ｹﾞｰﾑ機器・ｱ

ﾐｭｰｽﾞﾒﾝﾄ, 3.0%

重電, 2.6%

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ, 2.5%

半導体, 2.2%

その他, 10.2%

7,452

3,037

2,712

2,596

1,943

972

964

683

597

377

-8,973 ｹﾞｰﾑ機器・ｱﾐｭｰｽﾞﾒﾝﾄ

液晶等ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ

家電

電気電子部品

ｶﾞｽ・石油機器

自動車

半導体

OA機器

通信機器

重電

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ

2014/3期
連結売上高
143,442百万円

2014/3期
連結売上高
143,442百万円



（ｽﾏｰﾄﾌｫﾝ等情報機器端末向け）

対連結売上高比率

31.5%

重点分野の連結売上高に占める割合

2013/3期 56.8％ 2014/3期 55.9％

2013/3期 350億円 2014/3期 452億円

ｽﾏｰﾄﾌｫﾝ用ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ部材等が増加
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重点分野別売上高

（ 自 動 車 関 連 向 け ）

（ 調 達 代 行 ビ ジ ネ ス ）

（ｹﾞｰﾑ機器・ｱﾐｭｰｽﾞﾒﾝﾄ向け）

対連結売上高比率

8.5%

対連結売上高比率

12.3%

対連結売上高比率

3.6%

2013/3期 151億円 2014/3期 177億円

2013/3期 133億円 2014/3期 51億円

2013/3期 97億円 2014/3期 122億円

重電メーカーの中国向け等が増加

アミューズメント向け機構部品等がリサイクル化により減少

カーナビ用関連部材等が増加
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海外売上高全体

中国売上高

単位：百万円 連結売上高に占める海外売上高比率
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海外売上高推移

59,778

84,575

53,046

35.1%
39.5% 42.1%

46.2%

59.0%

海外売上高に占める中国売上高比率

30,991

43,725
48,584

21,958

31,641
36,065

39,901

53,046

10/3期 11/3期 12/3期 13/3期 14/3期

10/3 11/3 12/3 13/3 14/3

70.9% 72.4%
74.2%

66.7%

62.7%

10/3 11/3 12/3 13/3 14/3
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人件費

販 管 費

単位：百万円

売上高販管費比率 推移

6.7％

13／３期
⇒

13/3期

円安の影響による増加及び業績連動賞与の

8,661
（前期比+584）

4,668

14／３期

6.7％

14/3期
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販売費及び一般管理費の状況

5,025

9,662
（前期比+1,001）

人件費

荷造運賃

その他

豊田通商とのシナジー効果により、物流費の低減
はできたものの、海外売上高の増加に伴い、前期
比で増加。

売上高及び海外売上高の増加に伴い、海外渡航
関連費用及び国内出張関連費用が増加。

円安の影響による増加及び業績連動賞与の
増加により、前期比で増加。

4,668
（前期比 +327）

1,068
（前期比+117）

2,924
（前期比+139）

5,025
（前期比 +357）

1,284
（前期比+216）

3,352
（前期比+428）



単位：百万円

所 在 地 別 セ グ メ ン ト 営 業 利 益 推 移連結営業利益推移

P.13
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営業利益及び営業利益率

4,113 4,081 4,147

5,246

連結営業利益

連結営業利益率

1,787

2,261
2,509 2,482

1,967

876

1,577

1,167

1,592

2,958日本 日本以外

所 在 地 別 セ グ メ ン ト 営 業 利 益 率 推 移

日本以外

日本

※上図は、『消去又は全社』前の数値であり、合計値と連結営業利益は一致しません。

2,905

3.3%
3.7% 3.5%

3.2%
3.7%

10/3期 11/3期 12/3期 13/3期 14/3期

10/3期 11/3期 12/3期 13/3期 14/3期

2.6%

3.3%

2.1%
2.4%

3.5%

2.3% 2.4%

2.7%
2.4%

1.8%

10/3期 11/3期 12/3期 13/3期 14/3期
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比較貸借対照表

（単位：百万円）
13/3期 14/3期

増減額
金額 金額

流動資産 61,497 68,426 6,929
現預金 12,793 14,809 2,016
受取手形・売掛金 40,168 43,617 3,449
たな卸資産 6,538 7,337 799
その他 1,996 2,661 664

固定資産 5,082 4,999 ▲83
有形固定資産 2,970 2,962 ▲8
無形固定資産 295 228 ▲66
投資その他の資産合計 1,816 1,808 ▲8

流動比率 ＝ 流動資産 ÷ 流動負債

187.7%
178.0% 177.3%

182.4%
188.1%

投資その他の資産合計 1,816 1,808 ▲8
総資産 66,579 73,425 6,846
負債合計 33,895 36,481 2,585

流動負債 33,716 36,374 2,658
支払手形・買掛金 30,491 34,094 3,603
その他 3,224 2,279 ▲945

固定負債 179 107 ▲72

純資産 32,683 36,943 4,260
株主資本 32,964 35,681 2,716

自己株式 ▲ 694 ▲ 694 ▲0
その他 33,658 36,375 2,716

その他の包括利益累計額合計 ▲ 467 1,017 1,485
少数株主持分 186 245 58

負債純資産合計 66,579 73,425 6,846

自己資本比率 ＝自己資本 ÷ 総資産

51.3%
49.2% 47.9%

48.8% 50.0%

10/3期 11/3期 12/3期 13/3期 14/3期

10/3期 11/3期 12/3期 13/3期 14/3期
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キャッシュ・フロー計算書

13/3期

12/4～13/3

14/3期

13/4～14/3

営業活動によるキャッシュ･フロー 152 2,132

投資活動によるキャッシュ･フロー 277 21

財務活動によるキャッシュ･フロー ▲ 982 ▲ 1,145

609 1,007

（単位：百万円）
（単位：百万円） 13/3期 14/3期

税引前当期純利益 4,492 5,628

減価償却費 250 268

売上債権の増減額 ▲ 2,755 ▲ 1,020

たな卸資産増減額 ▲ 835 ▲ 353

仕入債務増減額 ▲ 122 993

その他 593 ▲1,367

小計 1,624 4,149

営業ＣＦの内訳

現金及び現金同等物に係る換算差額 609 1,007

現金及び現金同等物の増減 57 2,016

現金及び現金同等物の期末残高 12,793 14,809

利息･配当金受払 37 24

法人税等支払額 ▲ 1,508 ▲ 2,041

営業ＣＦ計 152 2,132

○○ 営業活動によるキャッシュ・フロー営業活動によるキャッシュ・フロー ○○ 投資活動によるキャッシュ・フロー投資活動によるキャッシュ・フロー

○○ 財務活動によるキャッシュ・フロー財務活動によるキャッシュ・フロー

売上債権の増加（営業CF： ▲ ）

仕入債務の増加（営業CF： ＋ ）

配当金の支払（財務ＣＦ： ▲ ）

保険返戻による収入（投資ＣＦ：＋ ）



通 期 業 績通 期 業 績 予 想予 想

2 0 1 52 0 1 5 年年 33 月 期月 期

18



単位：百万円 14/3期 15/3期
増減（14/3 vs. 15/3）

増減額 増減率

（単位：百万円）

19

☆売上高、利益ともに前期比増加を見込む

リサイクル化からの転換によるアミューズメント向け関連部材の拡大、
スマートフォン等情報機器端末関連部材の堅調な推移を見込む。
また、中国向けを中心として、引き続き海外売上高の伸長を見込む。

<海外売上高及び比率の14/3期との比較>

海外売上高＋114億円（845億円→960億円）、海外売上高比率＋1.0％（59.0％→60.0％）

通期業績予想（2015年3月期）

連結業績予想

売上高 143,442 160,000 +16,557 +11.5%

営業利益 5,246 5,600 +353 +6.7%

営業利益率 3.7% 3.5％ △0.2% －

経常利益 5,644 5,650 +5 +0.1%

経常利益率 3.9% 3.5％ △0.4% －

当期純利益 3,863 4,000 +136 +3.5%

当期純利益率 2.7% 2.5％ △0.2% －

連結EPS 188.70円 195.38円 +6.68円 +3.5%

1株当たり年間配当金 57円 59円 +2円 +3.5%

連結配当性向 30.2％ 30.2％ ±0% －

連結ROE 11.2％ 10.5％ △0.7% －



93,723
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Digital
Electronics

◆ Digital Electronics 前期比＋6,327百万円

単位：百万円

（ ）内は構成比

143,442

160,000

通期業績予想（2015年3月期）

連結業績予想（マーケット別売上高）

・アミューズメント ＋2,173百万円

・電気電子部品 ＋1,841百万円

・液晶 ＋860百万円

（前期比＋7.2％）

増 減 要 因

43,887 51,328

12,158
14,949

87,396

14/3期実績 15/3期予想

Broad Market

Automotive ◆ Broad Market 前期比＋7,441百万円

◆ Automotive   前期比＋2,790百万円

・エネルギー ＋1,286百万円

・重電 ＋1,028百万円

・インフラ ＋682百万円

・医療機器 ＋641百万円

・OA機器 ＋469百万円

・白物家電 ＋406百万円

（60.9％）

（30.6％）

（8.5％）

（9.3％）

（32.1％）

（58.6％）

（前期比＋17.0％）

（前期比＋22.9％）

（前期比＋7.2％）



◆連結売上高内 構成比
◆海外売上高・売上構成比 推移

単位：百万円
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（ 14/3期実績値） （ 15/3期予想）

通期業績予想（2015年3月期）

連結業績予想（国内・海外売上高）

84,575

96,000
日本, 
41.0%

中国, 
37.0%

アジア, 
19.3%

欧米, 
2.7%

日本, 
40.0%

中国, 
39.1%

アジア, 
18.4%

欧米, 
2.5%

◆国内・海外売上区分

単位：百万円
2014/3期実績 2015/3期予想

増減率
売上高 構成比 売上高 構成比

国内売上高 58,866 41.0% 64,000 40.0% 8.7%

海外売上高 84,575 59.0% 96,000 60.0% 13.5%

中国(香港含む) 53,046 37.0% 62,500 39.1% 17.8%

その他アジア 27,647 19.3% 29,500 18.4% 6.7%

その他 3,882 2.7% 4,000 2.5% 3.0%

連結売上高合計 143,442 - 160,000 - 11.5%

59,778

46.2%

59.0% 60.0%

13/3期 14/3期 15/3期予想



◆国外(中国・その他アジア・欧米)
営業利益・同利益率 推移

単位：百万円
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◆所在地別セグメント売上高

単位：百万円
2014/3期実績 2015/3期予想

増減率
売上高 構成比 売上高 構成比

日本 109,952 56.3% 107,500 53.0% ▲2.2%

日本国外 85,333 43.7% 95,500 47.0% 11.9%

中国(香港含む) 57,223 29.3% 62,000 30.5% 8.3%

その他アジア 24,517 12.6% 29,500 14.5% 20.3%

その他 3,592 1.8% 4,000 2.0% 11.4%

通期業績予想（2015年3月期）

連結業績予想（所在地別セグメント）

2,958 

3,400 

◆所在地別セグメント営業利益

単位：百万円
2014/3期実績 2015/3期予想

増減率
営業利益 利益率 営業利益 利益率

日本 1,967 1.8% 1,800 1.7% ▲8.5%

日本国外 2,958 3.5% 3,400 3.6% 14.9%

中国(香港含む) 2,365 4.1% 2,600 4.2% 9.9%

その他アジア 478 2.0% 660 2.2% 37.8%

その他 114 3.2% 140 3.5% 22.8%

消去又は全社 320 - 400 -

消去又は全社 ▲51,844 - ▲43,000 -

1,592 

2.4%

3.5% 3.5%

13/3期 14/3期 15/3期予想



配当金は株主の皆様に対する利益還元の中心と考え、
配当性向（連結）30％を維持することを基本方針としています。

1株当たり年間配当金 推移

単位：円

配当性向

40 40
44

57

23

59

期 末
配当金（予）

通期業績予想（2015年3月期）

配当方針及び配当予想

40 40

11/3期 12/3期 13/3期 14/3期 15/3期予想

33.4% 33.3%
30.1% 30.2% 30.2%

32
配当金（予）

第２四半期末
配当金（予）

27



24

中中 長長 期期 戦戦 略略

今のエレマテックに「＋（プラス）」の変革を



中長期戦略

長期ビジョン

長期ビジョン

既存商社の枠を超え、

25

既存商社の枠を超え、

モノ作りのベストパートナー企業として、

多品種の商品、及びニーズにあったカスタマイズ品とサービスを
グローバルに提供し、「No.1電子材料商社」を目指す



中長期戦略

これまでの業績成長を支えたキードライバー

「タッチパネル・ディスプレイ関連技術」 × 「時流の変化を捉えた経営判断」

商材の拡販

ノウハウの活用

スマートフォン・タブレットの

次なる成長分野

自動車HMI 領域

への展開

※

26

2000年代前半～中盤 2000年代中盤～後半 2010年－2013年 今後

商材の拡販

ノウハウの活用

当社の強みである
「中小型液晶関連技術」を活かし

携帯電話市場の拡大を捉え、業績を拡大した

世界的な需要増加を
蓄積した商材・技術・ノウハウで捉えた

※ ＨＭＩ：Human Machine Interface



中長期戦略

これまでの事業活動で当社が培った強み・事業基盤
4,300

EMS/ODM

4,300社以上の多種多様な得意先

グローバルレベルでの顧客基盤

• 競争力のある日系モジュール・部品メーカー

• 海外現地大手セットメーカー、EMS/ODM企業

4,100社以上の多種多様な仕入先

顧客仕様に合わせたカスタマイズ品中心の商材

顧客基盤

商品
サービス

27

専門商社ならではの高い専門能力、きめ細い品質管理、迅速・的確なトラブル対応
それを支える当社の現場力

• 企画開発 ：専門家集団が、多様な仕入先と連携し新規部材を開発
• 加工サービス ：顧客の開発・技術情報をもとに商材をカスタマイズして提供
• 品質・環境マネジメント：メーカーと顧客の間に立ち、あらゆる面から両社をサポート

海外ネットワーク ：日本を通さない商流にも対応するネットワークを構築
調達代行サービス ：世界中から部材を選定し、品質管理を含めJITで対応

迅速でフレキシブルな経営判断

持たざる経営を追求してきた結果の良好な財務体質

風通しの良い社内風土

オペレーション

経営基盤
経営風土



中長期戦略

売上・利益推移（予想）

売上高の着実な上積みを目指すとともに、
高付加価値型ビジネスの強化により利益率を向上させる

28

160,000

200,000
連結売上高

連結経常利益

連結経常利益

連結売上高

単位：百万円

110,614
115,417

129,405
143,442

160,000

11/3期 12/3期 13/3期 14/3期 15/3期予想 17/3期予想

3,784
4,081

4,727

5,644 5,650

8,000

（経常利益率4％）

連結経常利益



中長期戦略

当社の差別化ポイント

当社戦略領域「自動車」顧客へのリーチ

グループ各社との顧客基盤・商材の
相互活用

海外ネットワーク活用

物流網での連携（効率化）

当社独自の差別化戦略により、お客様の事業成長に貢献するとともに、
エレマテックの競争力をより強化していく
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豊田通商Gr
とのネットワーク

企画・開発力

仕入先技術と顧客ニーズをつなぐ企画力・実現力

機構・電気と幅広い技術蓄積
（顧客の様々な部署の方とお会いできる）

工場資産を持たないが故の
戦略的リソース投下力
（企画・開発、自動車、ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ化など）

持たざる経営



中長期戦略

今後の重点戦略

【目指す姿】 既存商社の枠を超えエレクトロニクス業界で選ばれ続けるベストパートナーに

「企画・設計」機能を有する一方で生産拠点を保有せず、
自社ブランドを保有しない商社像をめざす

中長期
基本戦略

30

テクニカルソリューションの強化（キーテクノロジーの企画・開発）A

顧客に徹底的に密着するというエレマテックの「伝統的な商社ビジネス」基盤事業

B

C

E

テクニカルソリューションの強化（キーテクノロジーの企画・開発）

Automotive領域に対する経営リソースの重点配分

グローバル化の推進、グローバル拠点横断連携の促進

経営基盤の強化（ガバナンスの強化、ITインフラの強化、戦略的人材開発・育成）

重点
施策

A

D 健全な財務体質を維持しつつ、積極的な成長戦略投資を実行

豊
田
通
商
グ
ル
ー
プ
と
の

連
携
強
化



中長期戦略

重点戦略領域⇒管理単位を変更し、「マーケット別」管理へ

新 管理単位
（重点戦略領域）

Digital Electronics

旧 管理単位

電気材料
絶縁材料、ディスプレイ材料等

従来の商品別管理からマーケット単位への管理に変更し、攻めるべきマーケットを明確化
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・ロット規模が大きい
・需要のボラティリティが

大きく・変化が速い
・製品ライフサイクルが

比較的短い

マーケット
特徴

・液晶
・アミューズメント
・通信機器
・電気・電子部品 等

当社
マーケット区分例

1

Automotive

B2B Product

B2B2C
Product

B
road M

arket

電子部品
センサー部品、電気部品

機構部品

その他

・自動車

・OA機器
・医療機器
・産業機器
・エネルギー 等

・白物家電
・バイク
・ビューティ
・ヘルスケア 等

・ロット規模が中程度
・需要のボラティリティが

比較的小さい
・日系ﾒｰｶｰがｸﾞﾛｰﾊﾞﾙで

競争力を有している

・ロット規模が小さい
・需要のボラティリティが

比較的小さい
・製品ライフサイクルが

比較的長い

2

3

4
・①と③の間のような性格



107,500

中長期戦略

マーケット別売上推移（予想）

Digital
Electronics
（+20,104）
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単位：百万円

（ ）内は構成比 200,000

143,442

（53.8％）

・顧客ニーズを実現するテクノロジーの
企画力強化

・最先端テクノロジーの
探索、企画、販売を高速回転

・アッセンブルまで含めた顧客サポートの実施
・海外セットメーカーへの販売強化

豊
田
通
商

ク
ロ
ス
セ
ル
・
ト
ー
タ
ル
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

主な重点施策

Digital Electronics

43,887
62,500

12,158

30,000

87,396

14/3期実績 17/3期予想

Broad Market
（ ＋18,613 ）

Automotive
（+17,842）

（60.9％）

（30.6％）

（8.5％）

（31.3％）

（15.0％）

・新規顧客、未開拓ﾓｼﾞｭｰﾙの取り込み
・民生向け有力サプライヤーの横展開
・戦略パートナーの掘り起こし

・医療、産業機器等へ得意技を横展開
・ﾊﾞｲｸ、ｱﾌﾀｰﾏｰｹｯﾄ等新規領域の開拓
・ﾛｰｶﾙﾒｰｶｰの取扱商材拡大（品質ﾌｫﾛｰ）
・戦略ﾊﾟｰﾄﾅｰの掘り起こし

豊
田
通
商
グ
ル
ー
プ
と
の
連
携
強
化

ク
ロ
ス
セ
ル
・
ト
ー
タ
ル
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
提
案

Broad Market

Automotive



・ローカルメーカーへの販路拡大
・サプライヤーの発掘
・TOP人脈の構築
・マーケティング機能の強化

グローバル
北米拠点拡大検討

引き続き中国を重点市場と位置付け拡大を目指すことに加え、下記諸施策のもと、
チャイナ＋1としてASEANを中心にアジア市場を中国と同水準の事業規模にすることを目指す。
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中長期戦略

海外戦略 及び 海外売上高推移（予想）

日本, 
41.0%

, 

アジア, 
19.3%

欧米, 
2.7%

14/3期実績値 ：海外売上高比率 59.0％

ブラジルへの進出検討

メキシコ現法設立

・経営資源の集中
・ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ・ﾐｬﾝﾏｰ・ﾗｵｽ等へ進出
・豊田通商の拠点網を活用した

拠点拡大
・トヨタのネームバリューを活用した

人材の確保・育成化策の構築

・自動車メーカーをターゲットに
中南米へも進出

・急速にエレクトロニクス化が
進む自動車業界への横展開

コミュニケーション
の促進による

グループ内シナジー
の創出

中国, 
37.0%

17/3期想定値 ：海外売上高比率 65.0％

日本, 
35.0%

中国, 
30.0%

アジア, 
30.0%

欧米, 
5.0%



本日はご来臨賜り、本日はご来臨賜り、
また長時間にわたりご静聴戴き、また長時間にわたりご静聴戴き、

まことにありがとうございました。まことにありがとうございました。

34


